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苗木 産 長 石 と 共生 する 石英 の 研究 及び 石川 産 
同 石 英 と の 比 戦 


meets: mh AE ah 
BB OK: gee i 


AFR E EEE ATI 2 BROWSE O— ii CH Do PARED BER REV T 
既に 2 編 の 報 文 を 公表 し て 居る 。 其 第 一 は 石英 が 長石 中 に 共生 する 場 
Aa, HAT SRAM MGS BVM PROM CHO. 
EA 5 個 と を に 共生 する 27 HDA EAB T 行 つ た LHW ABORE 
の 結果 で は , RAD ANCES 5 BRO AMO BA RIL, 長石 の 結 品 を 異 
(oS SBI S BME ARC, EAC IE EOM RSH ERO 
Hamil Lio R-ODRAO Hite? Cb , So SBA BES 4 石英 
HO man Mit, 互 に 媒 な つて 居る 。 双 ある 一 部 分 に ROT ARBRE RST 
各 結 曲 の 主軸 の 方 向 も , 赤 一 定 で は な さく , OKUDA CHILL B40 EO 
て 各 結 品 の 側 軸 の 方 向 も 一 致し 得 な い 謗 で ある 。 
BOM Ih 長石 と 共生 し た 石英 が , 長石 の 結 曲 面 よ り め BI Be 
Fe UL CER LCS, 煙 水 卓 中 の ドー ライ ィ イネ SERBEREO AKHE Aout L feo 


lL) KRE—, BABIES 12, 20~37, 昭和 9 年 。 
2) THERA, BATTS 18, 138154, 昭和 12 年 。 
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= DR LHELT 6 と; 右 英 の 長 右 中 に 介在 する 部 分 は 複雑 な る ドー フィ 
AMET 2 BT OD, RAIS IL FEO T Bah BOLE AR LO 大 
Sy SEA RVC ABES Bo AAA Cit SRO BES 6 Mk 
SEMAROSER DOLAELS tk So MUKA POBRDERORE & LIES O 
MBO AMD F—7 4 AME BRO Ae MST LC, DZS Bh ts 
DEBS EO HBR i= IL AEB RS < BET So ‘ 

YELOEO REA C & KOR GAM Re HADIis S BOAO BY 
ち 苗 木 に 産 す る 長石 と 右 英 と が 共生 する 場合 に , MAO 結 品 方 位 の 聞こ に は 
一 般 的 に 一 定 の 開 係 は な い が ;, BAS RAE TO BERG aS 路 々 似 た 方 向 
に 主 両 を 排列 する 。 若 し 石英 が , 長石 の hid k OMT RET 
る 場合 に は ; 基 外 部 と 長石 内 部 に 介在 する 部 分 と は ドー フ ? ィ ネ EAA BES 
HULSHRPRA. LOBRLEL UTHRWOBOZR EALDCH 
OD, 基 包 裏 物 を 含む 三方 的 裕 卓 の 外 廊 は , KL A PODER BO WN Ty San 
の 如く , CEG PEEO lye MT DM SAKES BS 700 

DEDERROMRT, 一 つの 石英 結 卓 が 長石 内 部 に 存する 部 分 と , HIER 
で ある 外部 に 倫 達する 部 分 と で は , 信 品 胡 達 に 差異 を 生ずる こと は RBA 
か に する こと が 出來 た が , 長石 内 部 に 群生 する BRA MEAD SEH 
係 を 今 少 し く 詳 し く 知 つて , ANCES 5 RIE Ae 成す 石英 の 性 質 と 
比較 し 様 と する の が 本 定 験 の 目的 で ある 。 

ah 像 の FR & 

—OODR Aide Pl M- OBR FET 4 4 の を 二 個 撰 定 し , これ 等 
BHO) 主 還 に 略 々 直角 に BOT A OWE L, © OPK AIL OS HF 水溶 液 で 
慌 像 を 行 つ た 其 結 果 は , 炊 の 様 で ある 。 

B-BR 第 一 の 長石 結 品 に は ; 第 一 園 A 及び B に 見 る 様 に , 大 小 十 五 個 
の 石英 結合 が 共生 し て 居る 。 そ の 触 像 面 を 精査 する と, BAU A RU Bic 
見 る 様 で , F— 74 +EGO 傘 和 達 は 相 営 に 複雑 で , RICBA BO AD は 
此 現 象 が 著しい 。 且つ 何れ の 結 品 を 見 て も, GERBER GRISKEIG t 謀 面 と の 
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A 長石 と 右 英 9 個 の 共生 X23 
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ABO Reine 14 Mic BO LC METRY — AW Ic し た 。 
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物 と 比較 する 。 
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切 線 に 習 し て 極め て 不 規 則 に 走 つ て 居る こと は , Halal AD CL) で 明か に 
する こと が 出來 る 。 

第 二 富 験 。 第 二 和 標本 の 長石 に は , 九 個 の 石英 が 一 局部 に 群生 し て 居 つて, 
JE FCO) EHC MK 2 LG SRT LI 4 OS, PBlal A 及び BB で ある 。 
em fies He eg Meee ee 
OGD AS : 

B—-HBRORRL P—BRORRE OLR 

SS oMel & POIs) t VICES SLB ALRMOM < CLA OLE BE 

ONRRE GC, FRR IC EEL IR HEC H SLE CHS. 然し 雨 方 共に Bh 


PE PRIS ti i 7h iS SPU BLIIE LS BAe BUT 居 ら ぬこ ょ と で, ARO 同 
— Hii Cb, & OBC SEH CG SE SBS PEGA D, AG 
HSE & BEB A GE TZ DALEEWIRT AL, MIKA ANMMACHSc 


長石 内 部 に 介在 する 石英 中 の SATE RGD, 上 記 第 一 の 場合 の 方 が Be 
の 場合 に 比 し て 一 怖 複雑 で ある 原因 は , 既に 前 報告 に 記 逃 し た 様 に , BIRD 
の 多 敷 で ある こと に BRUT ED LRA. BRE FCRLOE, ASI 
其 開 係 が 首 肖 され る の で ある 。 RLLOMAL MMH CHART SLL 
i 

第 武 較 の 第 11 結 品 は 最も 複 雛 な ANE ART 4 OCH ASD, Ae 
も 多 敷 の 包 裏 物 あ 含有 する も の て ある 。 FltyAaGSemgt CHT 
第 五 岡 の 様 で ある 。 同 岡 の A, B 及び じ は 只 々 同一 場 記 を 20 4%, 90 HERO 
270 {i Chinw’ L, BENS MO ARES, 其 大 さる , 容 品 の 形 及 び 気泡 等 を 示し た 
の で ある 。 BRM 多数 で ある こと は , MADE C MOACHIINS 6 
CUE BL, 一 見 不 規則 の 容 洞 中 に 存する 様 で ある な かな, BUBSIADS 
と , IRAE 三方 性 Ctrigonal) の 規則 正しき 容 卓 で あつ て , 其 中 に 必ず 液 般 
と 気泡 を 有 し て 居る こと は , 同 園 の B と ょ と A と を 比較 し て 見 る と 能 く 本 解 が 
出来 る 。 
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AMGEN LS ARORA, La ARO B に 見 る MESAPERIC It 
UC, PRE CH SO LIBAN 様 で ある 。 SA CL) OO 
BE) 72 BSP CRS SL, Halle] BO (11) 結 品 の 包 裏 物 に 比 す れ ば は , H 
WIDE Wo. LUMA CRU LAE A, B 及び で CHADS 
ERO ¢ Bi CIEL ORMAD BE < AR S27 > MEE D IX 2A % 
De HRS AULKMOMSD EG 52145 LOBEL ONCBRe= 
DDROTMBE GRO OCHS. wiPIL A CRC BPR TREE 
O78 ERD LG So 要する に 旬 裏 物 の 敷 の 多い 部 分 に は ドー フラ フィ イネ 
BEG D EHEC BRET Zo 

BARUBMICES SRRERES SEROMK 

筆者 の 一 人 て (S: K.) 2B 2 I VANE oe 21 FD 石英 に 
me CMS lL, 既に 基 一 端 を 公表 し た 。 同 研究 に 於 て , 同 所 に 於 ける ペグ ダマ ネタ 
ィ ト 中 に は 少く と る も 成因 上 三種 に 分 つべ き FROGS 4% jit. 即ち 
ZAMRO PRP HRT Z PARAS, AWARE EL 自 形 の 美 品 を 果す 
る 所 調 水 卓 及 び 長 石 と 共生 し て 文 祭 花 内 岩 を 成す 右 英 の 三種 で ある 。 本 報 
告 に 記す る 茜 木 産 石英 と 比較 せん と 欲す る も Old, 上 記 最 後 の RATE A 
を 機 成 する 石英 で ある 。 

成因 上 の 比較 苗木 に 産 す る 石英 中 , 本 六 に 記す る 種類 は , 所 調 煙 水 唱 で , 
自 形 或 は 年 自 形 を 果す る 長石 と 共生 し , REAM EO 外部 に 究 出 す る 部 
分 は 完全 な る 自 形 を 景 する の で ある か ら , これ 等 夫 生 耕 物 の 自 形 を 晃 す る 
部 分 は 容 洞 に 面 し て 結 品 し, 其 結 品 作用 は pneumatolytic stage の 最終 期 に 
行 は れ た も の で ある こと は 明か で ある 。 WHS TAS AMO HE MKT MP 
分 即ち 岩 有 寿 の 一 部 を 成す 部 分 の 結晶 す る 時 期 と 温度 と は , RAR L OB 
PHOE SIFT 4 自 形 右 英 棒 の 結晶 せる 時期 と 温度 と に 調 し , ARERR 
ある べく , HAA AO HK Bibs RS LUA LFA SRAOD 
で ある s 


1) HEROES, BAWABA 19, 1~17, 昭和 13 年 。 
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UNE SEE OAM Pc tS S 位置 は , 既に 前 報告 や に 記 も た 様 に , 
PANHE ELIOT 岩 脈 椿 成 部 分 の 大 部 分 を 占め , RMED 5 VAIS I] OCA 
営 の 幅員 に 下 つ て 閥 和 達し て 居る 。 茜 木 産 の も の の 如く , 僅か に BAMA 
THHELT 居 る も の で な い が から, 結 品 常時 に 於 ける BB POPE MAO = 
も 苗木 産 に 比 し て 比較 的 少な か つた と 言 ふ こと が 出来 る で あら うう 9 但し 長 
石 と の 同時 結 唱 作用 (simultaneous crystallization ld ¢:KO 4H 7k SERGE |< BL 
9 人 急速 に 同じ 條 件 で 行 は れ た も の と 推定 する こと が WIRD 6, HARE 
氷 卓 全 鼻 の 結晶 作用 と は 大 に 趣き を 思 に する 。 但し 右 英 が 長石 中 に 介在 し 
て 共生 する 部 分 で は , MOMMIES ~ 5A SO 叉 上 述 の 如く 揮 本 成分 の 量 
と 結晶 後 の 冷却 速度 と に は 相 営 の 差異 が あつ た も の と 基 き られ る 。 

SER RSENAREO IR AERA a EIT Heh O) PE PHO AK IS 
BHO—A & PUB: t OMA AMEX O24 b PO BROW IO 
SAL BRE BARRO BAI 明か で ある 。 今 本 報 文中 に BOK 第 
走 園 及び 第 四 園 を 前 者 と 比較 する と 彼 我 異同 の 弁 を 明か に する こと が 出來 
る se : 

第 一 に 気 の つ く こ と は , HORA ANNES HC, EEE SMD < HO 
複雑 で ある 。 然し 苗木 産 第 この 場 合 ( 第 四 園 う は , PRACT 
Bo TAUCHEMAILES RORY HS STHIALBHEARROLM CHO 
て , 石川 産 に は RHA S FETC MS 2 EGF ED GS 境界 線 の 走向 が 認め 
られ る な, 苗木 産 に は 全く これ を 認め る こと が WR. Celta ee 
の 温度 に 主因 を 置く べき か , Rid MRWOZ WIT NSD, BHT NS B 
要 問 題 で ある 。 今 次 に は 其 主因 を 和 制 然 と 明記 する こと は 出来 な い が , IE 
物 の 粒 の 大 小 及 び 其 量 の 多少 が 大 な る 原因 で は な いか と 叫 は れる 牙 に 炊 に 
色 府 物 を 比較 し て 見 よう 。 

包 裏 物 の 比較 ALM ANEKKIEMA LET 石英 中 の MBO Bik 
BEACH 4. WARM PTC, 同じ 場所 を 苗木 産 の 様 に 20 fe, 


1) iti RUE, Bi tHe 
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90 AERO 270 倍 に 撮 つ た も の で ある か ら , 第 五 賠 及び 第 六 園 と 直接 比較 す 
る に 慕 だ 好都合 で ある 。 直ちに 気がつく こと は / RIEHL SRS Heh 
PBL PA AHE IS EL TRA WO RUE 基 大 さも 著しく 小 で ある 。 BE, 
第 六 及 び 第 七 岡 の A ROB を 比較 し て 見 る と , MOM RDORES Ho, 要 
する に この 包 裏 物 の 量 の 少 い こと と , 形 の 小 い こと ょ と と ょ は, BHOARE RK 
MENG CME 6 LORE She TESS 

HI P—-OBSSS KODE HS. それは 結晶 営 叶 の 温度 で ある 。 
猫 詳 し く 言 へ は , RG LIEBE ES 叶 の 温度 で ある 。 FINRA 
BOBRCL, HEATER GRD 外形 と 闘 係 を 呈す る も の も ある こと 
は 前 に 述べ た 様 で ある 。 こ の 任 質 は 低温 水 卓 の 特徴 と すべ き で ある か ら , 
大 生成 温度 は 573? に 近く は あつ て る も 箱 々 低い と 靖 へ られ る の で ある 。 苫 
木 産 の 長石 及び 石英 の 共生 に 闘 し て は , TIC BER BSROURGED A 2 HD 
と 5732 以 上 と 思 は れる が , 基 低 品 境 界 線 の 複雑 性 は 包 裏 物 が 主因 で あり と 
HAUL AVM 573° に 近く で は ある が 其 れ より め 生 々 低い 温度 で あつ た と 基 
へ られ る の で ある 。 且つ 包 裏 物 の 容 上 品 の 形 が 三方 的 と 見 られ る の は 低温 廃 
を 支持 する も の で ある 。 煙 水 卓 の 長石 中 に 介入 する 部 分 に 詩 す る 結 唱 温度 
は 上 記 の 様 で ある が なか, 右 英 の 同一 結 呈 の 長石 外 に 突出 し て AB eR SE 
端 部 は , 明か に 低温 石英 で ある こと は , BRWDENOBOA FT, 低 品 
境界 線 の 走向 か ら も 推定 され る の で ある 。 

EGER A POBKOMED L,I CMF +44 AMP CHAD, IE 
中 央 部 を 構成 する AKAD O MBI, ILA SILI T 差異 ある こと を 示 
U こい 。 BNMAIE LICH Sc FEK TION CHEO HRA EIS Uo 
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AWE O — AB it AAT BS BS 2 hy EI BRUR AE & KO 
: 給 さ ROI も の で あ Ao HA EHWOB PERS Bo 
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Best Ye RM. WN 


bo 言 

硫 磯 鐵 左 の 内 部 構造 が 均一 的 で な い 場 合 が 多い と 云 ふ 事 は 既に 均 六 年 前 
ETE AE OER WI APZO AFBI BES SAIHO 90 = ROWSE CAT 
BAUCHOT o MIG S OUR A Ze BS RF HST ERY) (= dS 4H APO) 
値 で 移動 せる も の ある に 基づけ る も の と 参 へ , 此 の 移動 が 如何 な る 性質 の 
も の で ある べき か を 結 上 品 形 態 退 的 に , BOIL SO FE MARRS IE BRS LO 研 
発 す べ さこ て と を 筆者 に 命ぜ られ た 。 

その 研究 は 未だ 完了 する に 至ら な い が , HE 9 9 SBR Och, 比較 的 簡 
BL EAD S AUS & MILA} BME [Li AECL EL MEO Coro) (fl HELIS X 線 を 
Beat LCS 1s BR LR BL, HAR IOMRIL B—HEROD ぅ な 外 
0 Or eG する EZ O iisnge 
まり 成る も の と すれ ば , (SERALENS SBM © 
ME 
DEK L HERO BAKE ¢ OB RIEU elt SLL ED So 

此 の 研究 に 際 し て , EEE (kt EBA AOS HO) Fo 2 ER EL 
せら れ , LA WO WE, AAO REC, Fix AE HLA られ, 且つ 終 
TG IARNG 7c ae WOT 筆者 は ここ に 厚く 感謝 の 意 を 表す る も の で あ 
Do 
59 BRO asterism) t BRL OME - 

WNAESE HE > GE GE 6 AUT 多 敷 の ASF SEMEL EME 3 vy x EFI OD ch, 尾 
2, LARORAUIUE OSLO (oor) (AC XML oR 


1) W. Berg, Uber den Asterismus bei Rontgendiagrammen, Zeits, Krist. 83. 318. 
1932, 


wa 319 


3 
oY 
# 
ya 
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LAjAOvBSEILARL Ko CReRHIEAKBCRTID SAC SSIRc 
7 KDE OAS ARIS, BEREIC ROT BSL SUN P56 


第 cay 
oo! 
0 | 
oo! % 
SS 
le 
1 2 3 
4 
Mea 3 9 2 ete aah PSK & BAL DG 4 & CORNCRL 


12P 7 SMDHED EL OTH Bo HTOMM LRAT S LKO®P 5 1LHB 
CD ¢MOMIERE ¢ EO 
minal tae & LC (10), c(oor), eC(z07) 
Bl PULA «ES SRAMOLO 
2) < 軸 の 方 に 延び た HK で ある が , CD) OBIE 長く な ら な いる の 
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結晶 面 は 主として (110); c(oor), e(I07) 
例 足尾 銅山 に 最も 普通 の も の 
BEDE EEO & O 
(3 2) OBOE BOHRROL OT, ERS LAU D3 O, Bele 
BILD OZBEBERO bt O 
結晶 面 は zt LC m(rr0) & c(oor) と で <Czoz) BHR OD AE 


Bl EMMA aR & SEAT AED 
4G (3) OBO LOD 6 RIS (100) sRIL BS 4 HORSE LID 
た も の 
fight L UT miro) と (100) (LBS 4A OME 
例 RAMMED LO” 
BS P64 |DICBAB AZ SHES UE 
a) < 軸 の 方 へ の 延び が 次 第 に 減少 し 
b) emai 
ご ©) (200) iim TBO MD EES % 
と 云 ふ 順序 に な つて を る 。 
ZRUICHEO TC LEED 3 Y = BO asterism 2 2 OE GLOBE A GHAS PT 
BORO PRR) b KEL AHRODS IL DM GI45o 
| @RHOERE ¢ BRLONE 
R= HERO J 7 = PEREO) asterism DEIN ANT 9 な 内 部 構造 の 不 
規則 性 に 依る も の と すれ ば ぱ ば, FO HMM, KEE SIL MECC Cee 6 
SDOBIKDHROT 2PEZYREVHSCH5I LAr bMS 
£40 Citi ih JX ABU LG A CG TH PRK RES S24 HEGHMO Aig S hs 
HL OPI OW CHIN To 


1) EBA, BAR WIRRE, Bree, A129. 14 12, 
2) HABE CBM) TTA 大 5。 
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Fe PURI EOBEEMO & ORNS RBA 1 の も の に つい て 測 角 を 行 ふ と , 
族 面 で は ほぼ C100) 卓 帯 の 方 に 比較 的 正しく 連 績 する 反射 像 が 6°~2° の 
SG] BOC PHBE S705 0 m(110) 及び «(zoz) 等 の 面 で は その 輪 廊 は や や 
不明 膝 CH DD, ーー と 見 られ る HO RULED 見 られ , 時 に は 
OO 2~3 個 の 反射 像 が 見 られ る こと も ある が , その 位置 は 
相 接近 し て を る 場合 が 多い 。 叉 それ 等 の も の に 敷 度 に 及ぶ 位置 の 差 の ある 
時 は 一 方 の も の は 多く は 極め て 尺 な 反射 像 で あつ て , WIZ BEL CREO 
BAP IRI EDM. FCW At RO-PI BSE LUTRL Ke 


第 S 表 
測 
een ae ing % 
9 p 
110 | 56°28 89°51 | ARO wee KUM 
lio | 723931 | 90377 | KARO ie BSE KBE 
110 | — 55° 437 89° 55’ | at Owe BE KE 
fo | ~124° 19! 89°31 | ARO aE te OR WE 
89° 55! 60° 43’ | 
101 Lb Lb 
90° 1 60° 21/ 
ior | 7 89°87" 60? 17! 
0 
— 89° 587 60° 477 i 
20 55 2° 19! , 
001 Py | go47 | ORE Asem 9 
EBEOBSH OREO % OBS HB 2D 2 Olr て 測 角 を 行 ふ と, 


族 面 で は 同じ く , ほぼ Croo) Hyer yen a 6°?~7° の 範 
FIC AOTCSL 64s 2 い (zzo) 面 で は 通常 反射 像 は 区 ん EW GUS, e(ror) ii 
Cb HRD CERT S PRAABE KB OS ら 5 れる だ け で あつ て , IEME IE 
値 は 得 ら れ な か つた 。 PMH t OPEB BO BITCH Bo 
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第 Al 
測 定 {fh 
#4 fin AD 備 AE 
@ p 
110 55° 36! 90° 94! 反射 像 は 殆ど 認め られ ず 
110 124° 26! 88° Bl' Lb Lb 
| 
TO N56) a6! 88° 39g! の bo 
iio |~124° 6 88° 87! b ク 
101 90° 3 590 31! FEE MANET. SH 
LOL MSO TL: 59° 54! 2 ク 
200 og! 4ZO 93! | aes sone 
001 W792 9h | = 29° 300 3 HE © GG EBT PN (CER y 
第 s 表 
測 定 {Hi 
#8 fn Tl 備 AE 
© p 
52° 44! 89° 357 
- 360 49’ | 992 35 | HE OREISIC PEO Kt 
0 ; 
54° 49! 87° 37! or 
eee 910 4 | RRRT 
122° 59! 90° 15! 
= 126° 26! 89° 20! 
110 | 7932 4g! 87° 57! 7 Le 
124° 50! 91° 24! 
— 58° 20! 902 11! 
= — 55° 49! 902 18! 
110 | 550 54 87° 19! 4 % 
_ 55? 80! 91° 55! 
—130° 13! 90° 14! 
Se Ss 20 902 15! 
110. |_ 7272 50’ | 88° 28° a if 
I 4 92° 53! 
— 9° 33! 10° 11’ ar See AEN 
1 |- BD) 55t Tee | 57h Tk D HEE] AN Ic FASE ST SB 
Ov : 
187° 380! 38° 45! 
188° 25" |- 22 32 | MORARS V 
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GRE BOL OC m0) MORRO Ele 及び 6 に 於 て 約 2?~ 
4 (CA SMA (LZ RO 反射 像 が 認め られ , 肉 服 で も 此 等 の 面 に 不 規則 な 
小 起 其 の ある の が 見 られ る 。 旗 面 で は (200) HOWICK 15° 叉 Coro yf 
MEO) TR] 5^~6? に 及ぶ 彼 園内 に や や 不 規 則 な 連 績 反射 が 見 られ る 。 第 
参 表 は 此 の 品 癌 の も の に つい て の 一 測 角 例 で ある 。 

HESS の も の の 柱 面 (zzro) で は 々 及び ゥ 共に 約 10° Blt CAD EOP 
園内 に 多数 の 反射 像 が 見 られ , 族 面 で も BETS RU FH IC ROT 多 敷 の 反射 
像 が 見 られ た が な が , LHF D HAO) CEO) Pil BiH SL ED 出来 な か つた 。 
此 の 結 上 曲 は 肉眼 で 見 て も , HEL § Rak 義 餅 駄 の も の で ある 。 第 四 表 に そ を 
の 測 角 例 を 示し た 。 


B ue 表 
| fi 
結 品 面 備 e 
¢ p 
510 30! 91° 43! ‘ 
69? 10! 91° 43! HE © FEE VIC BEA © JM Ht 
170 58° 20! 792 28) 
|’ 54° Bal 962 99° | 像 群集 す 
120° 32! 90° Or. 
i 133° 37' | 902 of 
133° 34! 83° 11! a 4 
124° 10’ | 962 58! 
— 54° 177 902 oO! 
en cae es 90? Or ; 
50° 53! 859 85! Z % 
= 502 5! 94° g! 
S7916- 39° 90° of 
jig |— 1150 44 90° ol 
ON 933, 307 82° 14 ia Za 
—129? 17! 95° 58! 
Hike 0 ~C Moe Fe JL ASR as 1 
CGT Bee Sl, See ee ws PREC BF つて 存在 する が 
測定 は 殆 ん ど 出 系 な い 


之 に 依 つ て , LEtO HR 1 から 第 よ の 大 に , ihe ay OD Higses (LS (= LLY 


に , COMA FEM KOT#S © LDC GH, REIL So oH 
AiO) asterism 2 YAS HEEO FMM SOSSOCHS 5 LREKICBeeT 
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FEO SFE PRM~ SEO EME GA 
BRRtHERKREORE 

SAL CSAS BL & SEC, ARIE AED ESAS (KOU 種々 の 物理 化 
AKO PF Cea Sti: アァ アスピリン (acetyl-salicylic acid) の 結 品 形態 や 
調べ た こと が ある が > テア スピ リン で は 結晶 生成 の 人 件 特に RIE PERN 
(ROU BES HEP BO AS aH MIS IBER IC BR < PSE L, BED HO TARO THe 
WiAieNST Sk BABA HR IC 現 は れる heh MB BRO-—OCHO 
た 。 此 の 際 同 時 に 出来 た HGR D AEC PAAR CAIRNS HC ER 
OTRO AOSD, その 敷 は 碁 だ 少く BBO MEO iz BL CK 
flees So Lg Doko 

BUCO? 7 SEMA HALO RM MOBS ib HO4OL TIE Eb 
on ae ie a eae 
BRERS CH 65 LBA Gide MSLMOMEL から 4O8MEEK 
A HE BURNEO) SERRA OBMEO BK FEES ICHHBTHE ST BEOCH 5S 70 

UE che & FRA ARUL & © 開 係 を 知る た め に , 此 等 各種 AHRED & D & FE 
HES AUR & OPK Za S > 大 路 次 に 漁 べ る や ぅ な 結果 を 得 た 。 

但し 筆者 が これ まで に 宣 際 の 産出 短 態 を 害 見 し 得 た WU ORE YD < Ww 
に 取扱 つた も の る も GRE O HIRE OHA 2 事 し た も の で も な くさく ^ 叉 共生 
確 物 に の 闘 係る 十分 明 で な いも の も ある の で , こ こ に 得 ら れ た 結果 る 不 十 
i OMS EERIE CH bo LDU LHEOI ORE 
EZR ORAS BE LV 

CD eg EAP eee REE RE 

SRI ¢ SEAR BWM (OWT, TOMA BIR D 5 mds LAs Toe 

AO MARR IC BCS 4 ERKOP 9 (CBS 


1) Sh, Watanabe and A. Watanabe, Morphological and optical studies of acetyl- 
salicylic acid. Proc, Imp. Acad, 11. 379~380. 1935 

2) FRc PARE PIED % DO O-P FIC, vO KIC HEU MEO % OKO CIES 
で ば は 少 放 で る べべ な が か つっ な た 6 
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Bh ih kik mee 黄 鐵 DORR SAE 白 鐵 確 SEEN 
(2) BFE SHE OAR? Be O FEAR HG dC lt 
ih GRD SOE Beem 方 解 石 
(3 足尾 鋼 山 産 の 短 柱 有 駄 の も の で は 
水 卓 PQ SRE ita ECE 
4) FAA DINE ORDERO & O-Clt i 
keh ALLER | BE ZeRNG 
ESET Ao 
LEE ODMAO hh HO IRIS OU Clk, APTA te OBES a SDs HE 
#10 OL AEM UOBGAROERAEOMD を 件 ぶ ふ 所 調 pneumatolytic 
stage (JAM SAT MEAS HES SB 4 OC, WRALPRDEO Heed HAE OME O 
出 の 時 期 よ り 後 れる こと HLS ROL BA GHZOG DE VOBIBAR 
CH Bo i © OWNUA OKEAKO HEO % の は 更に 後期 の 生成 物 で あら 
9 ¢MERAZo 
HIRES 2 2 の も の は hydrothermal stage の 初期 , Niggli Opi? pyrite- 
gold deposits の 生 ずる 時 代 に 産 す る も の で あり , MIRBIOL OR 
hydrothermal stage Ohi fHECH SLBA GHA 
SLES 4 の 稽 目 磯山 産 の も O LHRH eh OWE IC BRACHE L SEAS B 2, 
の で , hydrothermal stage の 末期 の も の と 孝 へ られ SWIC AS o (LGRRE 
PORE S OSE SIC 品 出 を 終っ つて 居る こと は 標本 で 明 で ある が , その 
Hah DBEZHO dh th OME] (EDO LO LEN GNEODG, ここ に 療 へ 
(RCALERENESS C, 最も 低温 の 所 産 で ある 。 
以上 を 線 括 すれ ば , 第 1 乃至 第 4 OMVED 8 の は , ee MOK ARRO RIB 
9 り 低温 に 至る 各 構 箕 の 所 産 で あら うと 結論 され る ° 
結 語 


PLEA HALE Ze, < 軸 の 方 へ の 延び と 云 ふ 事 を 基準 と し て 分 類 す ぁ 


1) Niggli, Ore deposits of magmatic origin 14, 1929. 
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ts CAUBIHEARBAC HA S ATaH pneumatolytic stage の 後期 か ら hydro- 
thermal stage ORIWIC BAK COBMEOEU MMI ST SG LBD 
FO, Stina fl OBE O EERO 5 7 PEMLOWED 6 LS £, EO PABA 
造 は 低温 の も OIL BAR, ABM ICO & SBM 6 

HAL tla SMR UOT 8 MR GRBAC OW CE BREE 
で ある か ら , 千 松 討 を 要 す べ き 跡 が 多々 ある で あら うと 思 は れる 。 

余 等 茹 室 に 於 ける 硫化 確 物 の 研究 の 一 方 面 と し て , 余 と 高根 助教 授 は , Serb 
ALENT D X HWA & PAKS Le) FLARIC ADR > 7 Y = SERRA ( OURO 
On Bea, MRK SBME’ LCMNEL OI, Hd KC EPERIE TEE 
ee ee eee eR 

CHRECLKASEASLRERUM CES, BLO OBBRERT SIE ah 
yar eer ee 

= DPBS HD FEES BEE AS LAB HEE IC GER NA BY AH SSL MRST NS 
所 な る る も, WARE A SHEL IC eked Ts B bere ais 生じ な いと と る 想像 きれ る 。 

TRALEE OY Fit, 上 記 の 第 一 の 例 と 見 る も ゃ ので, AK MII KR 
Rs I る こと は MICHA DIESE 
いて 居 つ た 所 で ある 。 そ れ で 吾 々 は ラッ = ェ 攻 跡 の 流星 診 と Mi LOANS & OF 
に 何等 か の 開 係 が ある と せ ば その 開 係 を 明か に し た いと PBSC LAE 
LOHDEDChLS, 

FY PERO WRRIG KC 就 い て は PEIc 20 年 前 et FA Cmicrocline) Kus ABA 
(moonstone) の 場合 に 注意 を 携 っ た を, 最近 で は 折 鐵 下 に これ を 見 た の で ある 。 前 者 
の 場合 に し て は 相 営 の MY LICH CSR, i aoe eee 
MSE VIO 原因 を も 含む に あら ず や と 目下 猫 研究 中 で ある か ら , fr oO BI 
就 い て 更に 論述 する 機 が ある と 思ふ ( 注 津 誌 う 。 


AWE OMB AAS stad Boga 小 (人 金 BOOBS & 0 Wh 
PIES EHS NSD EDOCHS, Mic RMOBRZLEKS Bo 
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SER=KUBWES RSLS wR e—s) 
HSU & VY SHORE RE C ES RL OMAR 


ms YE He BS KR Bp 


» 


緒 言 


EBRD = PCG OREOL IER SD WED RPA IS WET 
は , MIC ASSBIC PEE Oo” ADR A KR O BURRIS BEES 
h7e BL RHE ARORA O 7, HRMS BOD GRO RC tO BE 

TD る 部 分 に , BO FEHR OR BSW 2 I EA, Ee TRS PBA Ze 
PRINS 8 DIC L Cre EAAMAIC ES SC bat S POM Lo 
この 外 往 々 多少 の RO を 含み , 叉 往々 旋 白 色 に し て 萬 通 
試 業 に 犯さ れず , REEL ME FAS DWE L , TESMDE & ORK FIRB O HIRIEAE 
有する こと を 記せ る も , そ の 詳細 は 之 を 後日 に 譲れ る を 以 で で に それ ら 
eT S Lo 

BY $i OR D 3A HA Hk RE 

RRROA A MAIRISADRKRO ER ere SBR AIS b, その 分 艇 生成 物 た 
SMA ADR PIC BGA L 常に 含有 せら れ 。, 特に 後者 の 或 る も の に 於 で て 
lh, SESAME SC 極め て 多量 に 含有 PE FS,o TOKE RI AE 0.1~0.5 
mm AYO hehe £b. PAK HARK EO Wie 2 a L, FIG HS 
Eres 2 ER SIRS < MAMOM RSS L, EOS TIA 不 規 則 に 
UT, MA POR AEBS LK 多量 に 存在 すれ どる も, 概ね 個々 に 分 在 し , 

ZWRET SILKS, CORUNA FGETS O PARSHE L 1k Z OBA RAS 
を 異 に す ( 第 辻 園 参照 )。 


1) ADEA EGE AAR Ee STL ORES ICEL, SeBEDR LU & CAR BSS 
2) VEE SIRE, ARH, 3 18 4, 10~22, 99~80 FB, 昭和 12 年 。 
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BARUARAE ORME MKAIKO—ADILE «BLA ROURE AO ARM c a 
BEE G40, £40 6 Omw HPS GEIS AAI HE O HD BAL} ME ESIC 
RAK UBL, RAMP x Bt G20, 却 て それ より 先 に 品 出 を 終 
れる を 示し , 最も 多く の 場合 に 於 て は , =H AISI 集合 し , BAI 


育 を 妨げ つつ 相 前 後 し て その 唱 出 を 終り た る を 示す 。 


WET, TENTH, MOR, VARDEE OBE mt (x15) 
m BELT, P BIEL, cp ses, cb PAGE 


ARBCORR ZILRLUCANAIS REMI (cB 6 AWM eILS, 
TIS BRATZ O itd we UC, EA, BHR A, RE RUESE 22 FTK(poicilitic) 
LMT ZODAK 6S, COMI A LILRRA & , REPRE LIL TES 
t OFEFIWO T WER % L, TRU GOMMREORAC WOT BEL 
KRALL wRAREO PAH). COBMNAO 少く と る 一 部 は , AEG 
に 敵 す る 残 此 の 反 應 に より て 生じ た る も の の 如く , 一 見 二 個 以 上 の BR 
Ot hii t UT AN APE MBE 64S BRAD, TORGRAD 
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FEUER KO, CARA O A Hh CIB Le TTS O— BD 15 YI OEE 
られ た る 結果 , AAAS MES SIS 至り た る も の と 認め ら る る 場合 多 し 
(HAI PBB COBO 少な く と も 一 部 は , REMI EERIE 


8) 
oe) 


WENDKC), 7 % > SEORCt), BET ARIRCD), RESAWECO), HRZICAD, 角 関 
41h), RES TICPD FE OMAGH GR, FIC ESAT OER & TEI IC Ba ¢ > 
AY BO, ROBB L BEAL OMDE WC, I EWES 2 BIG 
OWE DT Cxcald) 
OenBMIS 5 O CHEMI 供給 せら れ , AINA 42 BDO 72 5 4 OOH 
6, ANGO—AIE 4 6 OWL BE LIAB OBERC ZO BES 
る の みな ら ず , AMOK AD 4 OLS OAM F 2 > BHR 25) BF L, ZILB 
FARE aD ste SMBS, その うぅ CREMMEOBMAOA, その 周 園 よめ 
角 開 石 に 奨 化し た る 場合 を 見 , その 倫 達 の 少く と も 一 部 が な, F 4% > HED 2 
BADR ¢ DRI RNS 2 tS IIL AY 5 
GEME OBA ficIC TOR) % eS REOEIE One & O &, Blk aes 
72 WAL ZIM LC, € OAR RENIN (AS 6 tr COS AUIBT Ze Bef tea ge 
HA, RGB © SEN ek BATE 4, 他 の 大 部 分 は 却って ResRE 
CORT SOA OF, MRO, RE BOMBA Jet L, RNAI 
IRDA 2 BL, それ ら の 品 出 後 ま で 磁 硫 嘩 確 及び BE MIRECD HY Ae BERR 
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た る こと を 示せ 0 の 。 (ALCOM 25 OME L REALM G t OFM 
は , 常に 角 囚 石 の 潤 層 を 生 ぜ ぁ る も, RABUN ¢ OMIIC IA OW AES 
見 ず 。 そ れ の みな ら す , 後に 詳 輝 せら る る が 如く , 黄銅 確 の 一 部 は 磁 鐵 確か 
交代 し , 特に 後者 が 規則 正しく チタ ン 鐵 確 に 旨 ね か れ た る 部 分 に 於 て , その 
間 の 磁 鐵 中 の み を 交代 し , SEGRE L F a > GRE 2 の 格子 和 駄 共生 を 生 ぜ る 場 

eZ La alll 45 PP ABBE) o 

RaMecFerv am 

以上 の 開 係 は 主 と し て ADR OWT IA CME E 5 2t, その 際 HOM Ht 

光線 を 用 ふれ ば , 磁 鐵 確 は 容易 に 他 の 硫化 物 と 司 別 せら る れ ど も , これ を 研 
PEE EIS ET LS SAUL, DR MOK SIKH と, EC CRG Bons 
HNO3(1:1), HCICL: 1), KCN(209), FeCl,(20%), HgCl.(#ugn), KOH 
CHAD OR MBIA TAB SR SALEM KOT, —MEAC RMS. 
た だ その 等 方 性 に 闘 し て , Beeld LS 部 分 あり , 然るに 乙 を WCl(conz) 
= CHERLT Sil, TOMAS FAVE BLS 2. THB L, WOM IL BAL rs 

RFID EE LPO eee tO, PATA MPIC, 前 者 の 内 

i PE <$ BILD BBEBHE) 0 

DDB HSS) Ze HEE LC FESMIEK UL CHIE S Iz, PRERIBIC T 犯さ る る 
部 分 は , 等 方 性 完全 に し て , TBD 特 旗 を 完備 すれ ど , Cele SRSS 
部 分 は , RESIN O 8 MEDICS <¢, 一 訂 紫 紅色 を 帯び , 且つ 明 に 非 等 方 性 に 
し て , = コル の 振動 と 條 線 延長 の 方 向 が 弄 行 な る 場合 に は 旋 紅 色 , これ に 直 
角 な る 場合 に は 放 和 白色 に 近く , 直 変 = コル 下 に 於 て また 族 黄 乃 宇 暗 族 色 の 
光線 を 反射 す 。 こ れ 即 ち チ タッ ン 鐵 護 Glmenite) に し て , こ の 嘱 物 が 極め て 度 
Ze SREP Ze & OTE / UMD LLL US EAT x BE eK UT aS SE ES 
HG DSMILBL,? OL OMOWMED 加熱 に よめ て その MAO RE 
Gee We HP? ABE & UL CYA RY Bt, COPA S 再 冷 却 に て 再び 現 出 する 


1) C. H. Warren, Am. J. Sci., Vol. 33, 1912, pp. 263~277; Econ. Geol. Vol 13, 
1918, pp. 419~466; H. Schneiderhéhn u, P, Ramdohr, Lehrb, d. Erzmikr, Bd, 


H, 1931, S, 582~583 。 
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Cb}, ROI AUCHED D GRESAOUT,” ih BEE Ic Kee, 
APSR FSU FE RIEO BI HSC, © OVER U SNH IE, 1150°~1380°CO ja KE 
_ に 於 て 最も 速 か に 観察 せら る 。 

ASTAS FERRIED Ze ED < F & > GRORO RES te Ze A BBO SS BLC BE 
すべ さく , FIBRO Fath BRR AS LEIS AAO MINI BS SF 
と , C56 OMRERNAOKZs Shishi FOES 6 t1, ER MR ORE 
KMS OLE 推定 せら る る こと 等 は , この 現象 に MRO LIL RY 
入れ ず 。 然 れ ど る も, 分離 の 程度 は 部 分 に より て 大 に 異 な め , 或 る 部 分 に 於 て 
は 普通 の 直 反 射 光 線 下 に は A ORWAD BOO, ZRBC TT Bh 
する に 及 ん で , 始め て 多少 の チタ ン 鐵 確 の 條 線 を 示す る に 過ぎ ざる に 有 反し, 
MIOMINI Clk F 2 > PRUE O TERRE SUS BEL, AICHE AAEM CFE 
SVE &O CRANKED KO REG LB 

BEATEIK LB EATED ZEKE 

FegsNUG OD Heh (LG He Pa 7020 & %, SEGRE S DS 部 分 は 叶 に 其 だ し くさく 
HAI He 0 BABA PB). か か る 部 分 を 反射 光線 下 に 観 祭 す る に , 
REMUR IL RIS F 2 > 鐵 忠 の た め に PAF RIL FHI BD, OBS 
に 於 て は , ED 9, bEBAIEO EBS OT DARE TMR OS A 22 SL, F 2D BL 
DEO (AF ARESE O AR IimIL SSE (ES BLED 

FR VYARL RAL OB FRE 

BiaLOVE— BED (ke, チタ ~~ BORIC Badr SD RIED 全部 或 は 大 
部 分 が , SEE O Te (I 交代 せら れ , チタ ン 鐵 確 の 薄葉 の る み 残存 する た め ; 
Ba MG CF & > RU L OFS FARRER SIL BSo HI RALAHOM 
Wy & TESMMG & OFS FARSEHE b FEA SIL この 共生 に 外 な ら ず , 之 を 生ずる あ 
ら 5 の ⑦ る 中 間 的 苺 態 は , 同一 和 標本 中 に 於 て も 観 祭 し 得 べ し 。 

この 種 の 現象 は 底 に Schneiderh6hn, Ramdohr FEE”? (2k YC 如 奈 陀 の 


1) thi Ak, WWE HESS, 筑 36 48, 昭和 4 AR, 12~29H, 
2) H. Schneiderhéhn, P, Ramdohr, op..cit. 3575 


本 288(34) a tt Tt TR KK B33 


a 


Sudbury EF s¢ Sweep (x AUR 6 2, MARE Ik 2% “ Pseudoentmischungen ” な 
SRI KO THEA O o RRC AMER IC BS Ts FC OBR LIF LKR AILO 
Bh7s SURG PILED Otu これ また 岩 此 凝結 の 途中 , CLAY SUIS 
る 残 灯 の 反 應 に より て 生 ぜ る も の と 認 む ベ べく, か か る 場合 に この 種 の 黄 鋼 
WEF 2 > BROROIEA ABIL, 75 (SITAR ORAM IK 相 営 する 園 味 を TRO fc 
RRS, CO MAORI t WD la Reb So ts 

SRA (IMAC IS ABLAIZ OSH OAR AD 比較 的 着き 範 園 に 豆 り , チタ 
> SED Hid CHES HEIEO tb, 一 様 に 貰 か る る 場合 あり ,。 それ ら も また 導 
FDO AAAS COA AS Ze BLUE L < vals & }, HD CHES DATS ら す > 
相互 の 間隔 も 著 る し く , 前 記 の 共生 鐘 と は 一 見 趣 を 異 に する の みな ら ず , そ 
の 範 園 大 に し て , それ ら が な 全部 磁 鐵 忠 の 交代 に ょ り 生 じ た り と 信じ 難く ; 趣 
OTE FEC 6 S SVT O Ke OMA NCAT 9 Ltt <¢ lade 
d & O FESO PAR eS Ho) CMO F % > BED, その 品 出 後 
の 冷却 に よめ, Crk ODHEL I S 4 OZ SN, HOD Entmischung に よる 
も の と < と 認 むべ し (第 五 剛 参照 )。 

i HE HO ER 

Rego RAE UL PPE A Ee HE ROPES KO 和希 か に 硬く , HO Jae 
#eiU', HNOs(1: 1) RU HCIC1 :1) の 蒸気 に て 犯さ る る 外 , KOH の 秀和 
WIT BRA IEICE SUT AAC TNS EMME GS So 

AMD & St AR EDR}, SESE ROVIGHRIC ST 多量 に 含ま る 
Se BUN. UC, COMMRERD = FEC BINS 5 So 

1. BRRODEIRREEIE, 2 BRATELIR § 3- TSE KAP 
Rl ehr 6 SMUT ~S Lo 
SLUR OU SEHR RE DESO © SRY BA 

EE 0.1~1-0 mm AYORKe 成す も の に し て , PEM Li BE be 

汗 園 形 の 断面 を 示し , 或 は それ ら の 集合 に よめ て 不 現 則 と な り のり , 特に 輝石 及 


1) H. Schneiderhéhn, P, Ramdohr, op. cit. 357, 
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ORAS SAINI Tid) S206 SRO CMB OME > ave &, HATE 
ROUGE BT, aA, OFS PRO te BR RUT, SAH EY 
FE A= ath HE OTS ECA HOTSKTMSOM < PRM WEO 
Be KL, HOW ORR 2S 2 Lt te <, SOM Ie ABREU L 
同 叶 と 推定 せら る 。 
磁 硫 鐵 硫 と 黄 鍋 奏 の 共生 

MPIC IL © OPED HG RAEIEO ABI, BUNIE L < SEHD Ze L, 
ECBEAIIE Sv > ae UT, EA ICT L, BRC IS Sa LTE 
YEW LOIS BABB) OMA LE し て 参 ひ 得 べ き は 

1 SRSRED SEI ALL L, RARER 2 2 ee 2 BS 
2. 磁 硫 鐵 忠 の 生成 後 , その 労 開 又 は 裂 鱗 に 深 ひ て 黄銅 夏 の 生 ぜ る 場合 
Se RATER OAK, WARE L し て 含ま れ た る BAIED, その 内 部 に 分 
"離せ る 場合 , 即ち 詞 深 Cex-solution) に よる 場合 。 
の 三種 あれ どる も; 包 裏 物 の 形 央 並 に その 規則 正しき 配列 は , 第 一 の 推定 を 不 
合理 と し, £OFSED EHO AMI OCS 3 ik, 第 二 の 優 定 を も 困難 と す 
2 ぞ を以て , 暖 せ 可 能 性 大 な る は , 第 三 の 優 定 と 認 む べし 。 特に 最近 Merwin 
Lombard Wiig)? OME BBI= He LE. HEHE DUT eB AIR & 900°C LL LOS 
BOF Ic RAR IAEK 64% O ROAM S BO BAHL UC aA 
SHES? OMY & ei tO Mp HEME L VIGHE 2 OAS 
LCE S 6 ANDERS S BMELOMBES REG SIRI OPO BRIE 
HATS Le 
BRRRORIBIE S ORT Hi OMA 
DS ON , RARSRUE Pic ARE 2 he SEED IRE OME PIC KOT 

その 内 部 に SHES SAIC, Z LIL T SVM HINO VAM te 


1) H, E. Merwin and R. H. Lombard, Econ, Geol. Vol. 32, pp. 203~284, 18375 
2) & DIBA Rs WER © ZEAE 455mm に 於 て 920°C KK CHRIS HL, 硫黄 歴 OR 
少 と 共に た この 温度 を も 低下 する が 如 し 。 
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温度 の 低下 に より て IRS <$ DREHER eZ & O ONE L, TOMER 2 KA 
MRO SEPM SES 6 SS klk, これ また Merwin, Lombard pI Bhp 
し た る 万 に し て , この 現象 は 硫黄 の 1 SAME PITH Tk 804°C, 同 58mm に 於 
で は 786°C 以下 に で 行 な る 。 

AND FEWEST 8, HELO REELS] LC, SAULT SH 
OPAEEIRO RUIRTDZER FKSE AE, 極め て 屋 々 不 規 則 脈 区 75 BROMO Re 
Hei BA, それ ら が 何等 裂 外 政 は 結 品 境界 に 従 は ず , KTR LRT 
ZMVEI CC, WO Rwy, Lite Oni Meet lt 5% OD & asa 
と ども, CDIEIMROGH HSL, その 配列 の 不 規 則 な る こと BCH, BB 
Oi HD & ¢ ie Ric Ls ZOMAI ZF AAD I DHE LS 


FAIRS Boh < MO BE 
AIZLORHEAVED, HREMUE & PGW t OSE BS ICR, 2 CHS 
D Fete WEE (CTS WEO 内 部 並 に 同左 と TSU ¢ OREFRIC MR OG 


tt, OZ a eae Bes a し た る 極 
あめ て 細長 き 断 面 を 示す 。 こ れ 恐 らく は HEIL DRUK L ODRR, REDO 
内 の 硫化 鐵 の 一 部 が , BIS ote k O SNA Lic SHER LILO SS , CORED RS 
EVD HAL OLOK OL AEP ¢, AICHE, その 延長 方 向 が 
= コル の 振動 方 向 に 一 致す れ ば BAL se L, ZI a tete (ARIS 
する 事 筑 は 特に 注目 に 値 す べ く , 前 記 Merwin, Lombard 南 氏 は , Rem eis 
が 攻 鋼 忠 の 一 部 を 固 溶 角 と し て 含む 場合 に この 性 質 を 示す を 定 双 せめ 8 
HR US BO JI 

DES RS 4 IC HLO BUY O dh MOM IS, 恐らく 次 の 如 か る べし 。 

1. fg RO RRA & HIRT, RHEE RIL tO 品 出 を 終 
AUG 

2. fgUlt C OPMOBEF & > BU 2 ARS t UC 含有 し , 後者 は そ 
DRA O ABBICBUIIE L < ONE, Ze RFR BU Oo 

3. SESAOR AR O OE 4 — AD IS ROU & SEC, 比較 的 初期 に 品 出 せる 
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も , 一 部 は それ ら の 品 出 以後 に その 間際 に 成 生 し 績 け , RK GIO 
lk, F 2 -ERIRO Te HR FIURIC BaD sete SBR 2 IRL, REIS ROT 
AU ay & HK FAROE MKT IL BWI o 


第 ax 
Plagioclase Plagioolase 
Augite Augite 
Ilmenite 
Titaniferous 
Magnetite Ilmenite 
Magnetite 
Nagnetite 
Ilmenite + 
Chalcopyrite 


Residual magma Hornb16nGe > HOrnblende 
Lamellar il- 
menite in 
chalcopyrite 


Chalcopyrit 
Chalcopyrite+ 
Cubanite 
Cubanite 
Lamellar pyr- 
rhotite in 


cuban ite 
Ve tn-shaped 
Pyrrhotite in 
chalcopyrite 
and cubanite 


= Massive 
chalcopyrite 


Granular 
-chalcopyrite 


Lenticular 
chalcopyrite 
in pyrrhotite 

Gtanular Massive | Massive 
pyrrhotite = ‘pyrrhotite Pyrrhotite 


4, NALA EDMMMO 生成 に 亜 ぎ , Str LITE O MEI EO 
て 生じ , COMR2 EEE DAE FS, 基 一 部 を 交代 し て 上 品 出 を 終 れ 0 。 
5: か く て 岸上 棋 は 凝結 せる も , 各 左 物 は 更に ME OBAIEIS 基づく KOBE 
を 畿 績 せり 。 

6. eM TOMA BBE PT > AUKROBES Ze 分 訣 せ 0 。 
7. SESADRIL ERC F 2 ~ BLUR OUMBE e AE L, & fo WE A Ue (= 


1b 


8. APSE hE I= aE UT SSE & O BGIK LIA AK FAKE E16 Oo 

9. YARSWORS & Did HC RAR O Wak |< SLATE L$ RD Ho 
10. DEORE 2 VEC EO CRAMER URS Lo 

DL EOEIAR DAI 725 ATURE IC HA CH Str PIE, ZBI UME WE 8, 
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WL BLES OELEA LAU, RUE LO F 4 AMO 薄葉 の 分 潤す る 
Ik, 1000°C 以上 の 高温 に 於 て 充分 認め られ, Merwin, Lombord pipe” (2 & 
LUE, SEED Fh HI ABE 900°C 以下 に 局 し , 磁 硫 鐵 確 より 黄銅 確 の 分 離 , 
また 主 よ し て 920°C 以 下 に 局 す る が 如 し 。 叉 Schwarz Ke? = KHIR 
2 ASEM L OSNila, 主として 575°C 以 下 に 局 す る を 以 で 以上 の 推定 は ま 
た よく これ ら の 交 験 の 結果 と 一 致す べし 。 

AE SBI OMB IL, Ze PLC, 一 部 は 日 本 妃 術 振 紅 
BA NEA SORE 0, ここ に 証 倉 に 諾 する 深 其 の 講 意 を 表す 。 


MK HR 


BERUBEE ic 4 A RECBHOM YD, HS 4 月 2 ARORA EY 
REIS CABS 105E 88 @ & BE, SRI Sic KO CHORE REL, 
RIK ASAI A D RRA KROBE IOS, 會 員 多 敷 の 養成 に より , 全部 重任 
と 決定 せり 。 

iC ALOR? > RGEC AA, BACK Ee, BAH DES 
PRENSA 3B AUC DAKE, 205 DHICAE c OM RMB oe om 
AAKOMLS 


4 月 2 日 (土曜 折 ) Fay 10 SHe 


BEAALG-D FT 1 FV ECLOGS Yenc enw teccec eevee ent enr one pe a a es 生 周 —# 
©) Rene ra HIS TAS SOUT 9 Fe hile — AF — FH 
DBBGRIT BEN CCGHBRY C102) e-eesseeceeesene ees | 中 a a a = 
FUE ARON Y= BA PSP EICBE CO CEE 057) 
aye se eZ eis Guo So cad penSanh a osupaconstosn She noscoe BB+ 2H eB BE 
TREIBBI- BRI % Anorthoste> (elem ag) {TE SG ae eat 


1) mI 3, HW BME SE, $4 3648, 12~29 Hi, 昭和 4 年 。 
2) H, E. Merwin and R, HW. Lombard, Econ, Geol, Vol. 32, pp. 203~284, 1937, 


3) G, Schwarz, Econ, Geol,, Vol, 22, pp. 44~61, 1927; Vol, 26, pp. 186~201, 
1931, . 
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{EB BL Lb Site SWRA BSE © RRB 545)--- 


Se ee galseeie vars aureeanae oe 2 十 
| PARTS RUBE, 特に 基 の 中 の Xenoorysts 。 
UC の PREAH 
HEM ER US ZAF VAY S THEMIS 
BIBAD 2V に 就 て (10 分 oeeee cee ee eee teeee eee eee eee FEES i-f- 
4326 (t#A) 午後 1 SHE 
TRL i 
AFB TTS a ABE ISBN CHD) eee (SHEE 
pec ia 
朝鮮 義 慶 面 産 の 長石 に 就き て 10 分 〕 ieee le oi Sieiele 理 BS 十 
コラ ンダ ム と ムラ イト の 共生 (15 分 うー 理 BS 十 
PEAR Be IE SC CLOG) ns cree eet eee eres eee teens 理 Bh 十 
PETA D BA & SEBAVE & OBA GROG) reese eee ca ie oa 
PEEVE D MAT HWE IZ BEN 9 C COS) vse vesee cer cesees ene 理 BA oh 
TERE AG & PBA CSS} oe ree cee etter cette eens tee eee 理 BS 士 
. 奄美 大 島 大 和 山 の マン ガン 礎 に 就き て (10 分 …… 理 BB 士 
PURI » BIBI S AAR WB OSSE IMC Sap Ee BB 十 
PAL PROE D BENK & PRPC LOS) eer fe Bh +- 
AFREE b — 7A OFCRAPEICRE SC 0G) ovrrererreeee get 
Br SD (EBESK IC REN CT C1047) bat pee aha eagle 
本 邦 に 於 ける ペ ゲ マタ イト と 基 の 特異 な る 鏡 物 に 就 
いて (15 分 re ere eT Beech: 
4A3B CAMA) 午前 2 SHS 
Bap RE EK ED HCHO OS} )evrees see eereee seers 理 PS 士 
箱根 火山 の 浮 石 流 <15 分 う ……… C0 fe BL +e 


店 部 千島 宣 志 知 火山 に 就 い て (C10 分 eee EH BB. 士 
富士 火山 の 地質 由 的 並 に 岩石 旭 的 研究 ( 験 報 X<15 分 う 理 筆 博士 


lack series 及び Schist series 中 に 褒 察 され る 福 曲 - 片 理 及 


び 範 理 に 就き て 10 分 う …… cae pyr Hartt it NA 9 Be 理 BL 
ey Bee 2 BL BST BSG ERIC REN VC CLOG verre oH BR 
BEIT HST ZA BTEC EN VC 15a eee PRESB 


HEE T>K LL] DRIES) -vvceseee cee ee ye BSL 士 


自在 丸 新 十郎 君 


oe 1 


AS fa] 7S = BA 


i OS Roh IE BSH OF MM MEE 


iy 


Hf wi> & 


ll 


FF 誠 太 
fie 
& iA 
ia JE 
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ti Fs 
ue 
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4A3 5 (Bea) F# 1 SHS 
淡水 及 和 盾 戯 水 湖 族 泥 土 中 の 硫化 物 含有 量 と それ と 水 成 岩 中 


] = 

の 硫化 物 含 有 量 と の 紅 較 10 分 De oe i = Jef 
AO UREN LORIE CHEV て 10 分 うー 理 5, + 上 We ‘aa a BG 
NEE OBA O BIE LOB CRED Bt AK Kk BB 
油田 窒 曲 の 研究 (C10 分 er SEPA 高橋 tt 一 者 
STEM EP LUMI BI FB MIC BEC 

CLOGS) sess ee eee eee ee eec eee eeee cree nee ees cee ecteeeeen een ere 理 2 十 le #2 Soe 
PANEL GRUNT DAT BRR OR AB ICN YC 

DR CE ED CE IS TEE 加 PR it KE 
の の ranecceeeceenerese TH BL UE 谷 se AE 
GTO O WHR OBUROSS IUD (tae: BB A ys BB 
FUP IZ FAIS ZF ov 1 SEGBBB RCL SSS vce eeeeeeeeeeeeees ee A ae soe | 
UGA FBT YTB D ABER C15 Gp ooo eee eeeeeeee tees HE WA : = ge 
FR CL eg EA Le SKS 5p) oe a+ Ree A MA 

この 外 第 2 PRA IC ROBES GDS, HLL Be Saber 0 & 
4 月 3 日 て 日 曜日 ) 午前 9 Re 

北大 東島 試 鑑 岩 臣 並 に 大 東 石 次 岩 の 化 旭 分 析 の 結果 に 就 

いて (15 分 ) eneeee ene ee esseseeeeeeeee cee eee ses voseeeee eee 理 Bh. ae K 田 riya 

4434 (eRe) 午後 1 時 開 人 次 

松江 市 附近 の 中 新 統 , FRC A AO 

: PR EE CLO ids olen on eats {Heant @ mA 

地質 時 代 に 読 い て (10 分 ) \ At RS Be 

fe HR We 


PEBUCINT SAHA a PSEA CS Sp): BB 士 


線 343 yb 


BR #D 4941) 


iy Bk 


Ti) BR ities 


5347, =ZiiLRMOBREOAALY 
計算 Verhoogen, J. 
LE GDR ZnS, PbS, CugS,, 
CugSg, CuS, AgoS, HgS Hic gh = CAH 
ABAVATSE (Ck UC RAE K Y 400° Bow 
RISER LURE VY, COE SL 
SI, ZEGLYO CREO Ke 2 Oj 
序 は 25°C ic HET 3 MX 400°9K MT LA— 
な り 。 例外 と し て AgaS 及び CuS (rH fH] 
せり 。 即ち その 順序 は 沙 解 度 大 な る も の 
x Y ZnS, PbS, CugS, CuS AgsS, HgS な 
り 。 併 し な が ら 質 際 に 於 て は 落 解 度 の 小 
な る HgS 加 き ぁ % の は 岩上 再 の 最後 の 時 期 に 
YOR L, AIRC KERSORPNDT 
ょ りう 早期 た に 沈 淫 せ る を 以 て , 高 温 に 於 て 
は 此 等 の 落 解 度 は 逆 た な る に は あら ざる 
か と る ゃ 妊 は る れ ど る , 400° 迄 の 深 解 度 の 
THE 見 る と き は , Bok RIS AED 
AE RHEE C = OYA IRE OU Bla ES % O 
ABH Lo MO OVI jE IK BAL 
CHS ASML BHP ICR SBBOMYD 
の 濃度 ボ が 重要 な る 役目 を な す と いふ 事 , 
及び さき の 計算 値 よ り 知 ら る る 如く , 同 
ー の 温度 降下 に 際 し て 溶解 度 大 な る 硫化 
物 は 溶解 度 小 な る % ゃ の に 比 し ょ り 多 く 洗 
央 する と いふ こと な り 。 CEcon, Geol, 33, 
34~51, 1938) C 待 場 〕 
5348, Koralpe 地方 に 於 ける HHAD 
同質 異 像 優 唱 Czermak. F. 


Koralpe 地方 の 結 品 片岩 中 に は ACRE 
ELOEMHOBRUONS SoZ. 
者 は 従来 知ら ちら れ た る その 17 ヶ 所 の 産地 に 
DE XO EIR OMG th D ERAN IE & SE 
Be UV, IMKEOBMARE 43 kmicd & 
SiG fin RICE Y CRABS S% OICULT, 
Ie © 3h Fy © 5 fh HD AE RD HGS と 密接 
な る 開 係 ある も の な る さ ベ Lo (Zentralbl. 
Min, Geol, Paléon. A. 47~58, 1938.) 
CHEE PT) 

5349, MnSes と MnTes OM BE 
Elliott. N, 

MnSeg 及び MnTeo op OXF Ge X 
PEAT IC RFE SB HEEL A IC HF ih FS 
と と を 知り 得 た り 。MnSeg の 単位 格子 は 
ay =6.417 圭 0.005 A に し て Se の parame- 
terjgu=(0.393 72 Yo MnTeg の 巣 位 格子 は 
a9 = 6.943-40.002A 1 し て u=0.386 な り 。 
CEO 結果 ょ り HERAT SIC, RES 
HIS C tk Mn 非 人 金属 原子 債 は イ ォ オン 的 で 
ある か , イ オン と 相 忠 原子 偵 の 間 を 振動 
する か に し て , そ の 相 路 原子 偵 は 3d 軌道 
LU SBS 4d ss & Zt. Haraldsen 及 
び Klemm に よ ょ る Mn, Co RU Ni の 硫化 
OFAN TE Hi RIL & D XHRAHFEO 
結果 と ょ よく 調和 し , PK CoRUN Ox 
レン 化物 及び テル > を 化物 も 恐らく d2sp3 
な る 相 路 原子 信 を 構成 する も の な る ささ し 
と の 推論 を 容易 な らし む 。s VU. Am. Chem, 
Soc., J. 59, 19581962, 1937) BSH) 
5350, Na 及び K B—feHOj-y And- 
rade EN. da, Gs, Vsien BC 

Na RU K O¥5 fh (LGCAR AE WG HK 
KET Se Brbhresds, 2k Hs 


抄 50°42) a fi Tk TK B® #8344 
SRD ( ORICA AS SRB O, =0.465 On =0.146 
され た sis 閉 者 は Na 及び KK oB eG この 王族 酸 根 は (Bs06) う -3 に し て , 


—Ha thee ( V, 素 面 酸化 を 極 
iho ten celery 
ZX OPRICHPST BI VY OBER & Mc OLaue 
BERK & ID 3B Ae X MYER C PELE 
Yo COMO Mit(l2dc し て , その 
方 向 は [777] な る を 知れ り 。 —RL Vo 
問題 及び 閣 品 硫 壌 の 問題 も 論 ぜ り olRroc. 
Roy, Soc., 163A,, L~15, 19387) C48) 
5351, ND4Cl 結晶 の 低温 相 Smits A., 
Muller G, J., Kroger F, A, 

NH4Cl pm H % D に た て 置換 す je 
に 起 る 低温 dt 5 Vo 定 
BRIC 於 ける 容積 温度 曲線 は SEHD ICL 
t, NH4Cl i ASERE AS TED 3B SER 
LAV, Ee ARCA BIC RO 3 
BEL RIL EV, Cb Omi wm 
%,ND4 £;NHyg 2 の 質量 
HEAD ER & BALROG CHR US CZ. 
f, phys. Chem, 38, B, 2-3. 177 ~186, 1937) 
Cath) 

5352, K3(BsO¢) O#EEHBE Zacha- 
riasen W, H, 

本 研究 は Bs O 6 Rho HEME & 403 AIC 
TH FINKS も % の なり 。 その WHT 
(2 STH HE a0 =7.76A, «=110°36! に LC, 
KBO ぅ 2 の 6 分 子 を 含み , 比重 は 2.348 な 
Vo 空間 群 は D8a た に し て , MTOMRF 


tO, Y-u, 区) な る 位置 を 占め , =m «GARE MBit ay 
SM LK it. RZ - リ = BR | Cc) = 19.24 に 


法 を 用 ひ て 決定 せる parameters (tN Ze 
如 し 。 
K u=0.689 B. u=0.361 


[の 差異 及 慣 性 | 


(210), (101) RU 21) BHD Vg 


の | 


| 


CaB204 中 に 於 け る 如き BOs = fam sh 
HEIRS IK (tH BLT, BZ BOS = 
角形 の 3 個 が 連結 し て 環 を 形成 を り 。 
の BOs HILO BE ZT, その B—O He 
HE YL1.33A, 1.38 Be 1.384 に Lt,O0-O0 
SEMEL 2.30, 2.38 RU 238K な り 。 この 
IRD 9 個 の 原子 は 一 下面 内 に 位置 し , KK 
は 2.824 0 iE & Re 7 em O 原子 に よ 
0 bee = 3, (J. Chem. Phys 5, 919~922, 
1937) SHR) 

5353, Herapathite OfF RB ARISE 
West, C, D, 


> 
= 


herapathite m ¥ yf, BX aERRU X 線 
VIBFZEICHET HSH BY の な り 。 AK Ah 
(LH Rid tke ESL, 斜 方 品 系 に 属す 。 
結語 各 的 研究 の 結果 炊 の 4 種 に 分 稀 さ Bo 


C18 fH Ie Uc tei 1,645, tive a:b:e 


| =2.202 : 1: 1.268, (100), (110), (3109, 


CLOL), (201), (211) Rv 2D oe w, 
Ha 7 Yo (2) 褐 色 に し て , its a:b: 
C= 2.251:1:1.268, 48s iat (100), C110), 
3) 
線 色 2 うに 相 営 す 。 (4) 線 色 , 比重 1.700。 
CH ii OV Bis a NX b Hijo KE Ye 
は る か に RL BHA «/b=1 608, 
67a =1.625 に し て , 光 軸 面 は で 100>, Heit 
| 角 2V は 約 10? な り 。X PITTA OER, 
se 3.30A, bo = 15215, 
LT, ZXLV RHK SD yas 
= 2.198 :1: 1.270%: y o(Am. 
731~735, 1937) CAR) 
5554, Varutrisk ペケ マタ タイ FORD 


は ay: bo: Co 
| Min. 22) 


M345 pb 
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GEIT) 
Adam は 1869 年 に Des Cloiseauxi<c {& V 
C fi RICHER & A, Pisanin FHT ic Karls 
#91322As205, 64%Sb203 BU 23%H 20 
k VM SPE IK arsenstibite t¢ 3% HS HL 
へ た り 。 筆者 は ALM HILO Varutrask の 
ペグ マタ イト より 産出 そる 之 と 振 似 の 組 
LAT SVRUIK, FED LC BEL, 
arsenostibite と LCHIDEKV, COBY 
(iar f@ & & L, allemontite k VW BRE ZY 
の な り 。 等 方 性 に し て , MPA Sb : As 
の 比 に HEY CP BES SB, 1.670 & 
1.685 の 問 に あり _ Berggren, Th. Km 分 
析 に 依 れ ば , H2O<105° 8.17%, HgO> 
105° 6.6, Sb205, 45.4, As,O¢ 5.8, Sb205 
4.3 As203 5.6, Fe203 6.2, BioO3 0.3, 
HC 中 の 不 浴 解 物 18.1 た に UC AEB Kis 
3R205. dRoOs. 25H20 な Y。 (Geol. 
For. i. Stockholm For. 59, 145~149, 
1937 う 〔 大 森 ) 
5355, Varutrask ペグ マ 交 イト の 硫 物 
(IV)Petalite 及び Montmorillonite. 
Quensel, P. 


Arsenostibite. Quensel, P. 


Ab pag Wo Varutraskse 7x x4 bh EY 
petalite が cleayelandite 及び 石英 , 時 に リ 
vy Hig, 及び amblygonite に 件 ひ て 産出 
+, COM KA TIE e Bt 
る る も BPM WC id, HERPES tr Vo 
a ih USE COLO DIC AAR, 2 Hil 2 75 Th 1 Be 
( Bet, BH COD に 完全 に し て , 
(201) Ke? WARE TE Uo Berggren, Th. J 
に 依る 分 析 の 結果 は ROM ¢ , petalite の 
』 組 成 と 殆 ん ど 一 致す 。HsaO<105? 
0.10%, H20>105° 0.44, Al203 17.05, 


理論 


| Fes0O3 0.60, CaO 0.14, LigO Anis NagO 


0.61, KeO 0.17, Si0g, 77. 18, F 0.03, 
total 100.03, Jk aE 2.418, =  petalite iz 
BE ~ BSBA BRIC WSC BB AHENK te 3 % RIK 
均質 な る montmorillonite c BME T, この 
montmorillonite (f+ -? KLOK & ASU 極め て 
We Lo FY RPA 1.495 に し て , BHO 
結果 Al2O3,3S105,6H20 に 相 党 する 事 
Hed Btv% 0, CGeol. Fér. i. Stockholm 
Forh. 59, 150~156, 1937) (AAR 
5556, Chileze Sites Antoiagastite 
RUBandylite. Palache, C. Foshag, W. 
EE 

Antofagastite 2 (CuCly. 2H 50) (sb 
上 品 系 に 属し , AP iayHeIa Pbmn, fr ARF pe 
Peis ao=7.38A, by =8.04, co=3.72, thE 
(£40: by: Co =0,918:1:0.462 te, 
Pit C110) に 完全 , (001 う に 良好 な り 。 硬 
KE 2, 比重 2.4。 HK EBL, 光 崇 性 は 
AMEE, Fen is lt 2V=75° なり Y。 弾性 
ith > 9 fin (t X=bLOLOI, Y=cC001], Z=a 
CLOOIK UTC, Rt Alt«= 1.646, B=1.685, 
y=1.745%¢ Y (while, Antofagasta Calama 
に bandylite 及び atacamite と 件 ひ て 産 す 。 
産地 名 に 基き て 命名 され た り 。 

Bandylite Cu B204.CuCl2, 4H 20/3 JE 

RICKS Ly AMDB t P4/nmm, PAE 
Pit ay =G.1BA, cy =5.54 に UT, mAs 
c=0.907 te U0, 盛 開 は (001) に 完全 に し 
て , 硬 度 2%, 比重 2.810 Vo HPAL 
2+, 光 嘩 性 は 一 軸 賀 に し て , BTR は 
w =1,692,2=1.640 te Y Chile, Calama に 
antofagastite 及び atacamite と 件 ひ て 産 す 。 
本 太 物 の 最初 の 控 集 者 た る M. C. Bandy 
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に 因 み て 命名 さる 。(Am. Min, 23, 85~ 
90, 19388) CRA 

5357, 水 卓 に て 作れ る Drehkompen- 
sator. Ehringhans. A, 

SAGAS IC C AUR TPE oh D Gangunter- 
schied を 測定 する た め に は Babinet 式 の 
Keilkompensator の 外 に , 光 軸 た に 垂直 な る 
planparallel の 結 品 を 使用 し , これ を 回 球 
し て , 測定 する 方 法 ち り 。 方 解 右 の 0.1mm 
の 結 品 板 を 使用 す る Berek の Kompensator, 
MN LH CB LC 25° fiir tek hh P PRA 
を 使用 する る 
Ze V4 2 Olt, Kompensator の 一 種 と 
LC, ey AK ih OHMIC ZEA te HF A 
RES SLORBELEVS COB 
Olt WFEO% OC lk UTX OIEMEL 
( , SCY FRB %, 4200 poe 38 S PERE 
の も の な り 。 (Zeits, Krist. 98 394~417 
1938 う CL 渡邊 新 〕 

5358, ItRORMARI) 赤木 分 

筆者 は 河北 , 山東 , 山西 , PRA aU Ic 内 
Rh ORIG RO RIE OBA ICI 3 TR 
PO VEIT ET HSK リ 。 AE RABAHRA 
ABO BEY © AP & PBK T SLO & He 

られ た る も, COMMIS 特種 な る % の に 
Lt, 主 な る は 人 金 局 太 物 と し て 金 , Hh Sf 
i, Witte oh ime, BADE, FEB 
Mi pp~REUE AME し て 石炭 , Hie, VERE, 
Ah, Ait Az, Ay, 雲母 , BA, Be 
2, ASH, Baa, AKA, iA, iF 
A, Ebb, KORE, ON, WA, VELEE 
Aa» WR, HAE VS と の 中 石炭 は 
PAIS A, 北米 及び カナ ダダ に 次 ぎ 
紅 界 第 三 位 を 占 む る も ゃ の な り 。 北 支 た に 於 


Nikitin の Kompensator 等 は 


ける 鐵 違 は 石炭 に 火 ぎ て 重要 な る も の に 
LC, FEA AT IATL ORK, EZR, IF 
ME, UA O SRM, A, Pao 
RIAA, BSBA eth, 龍 開 及び HK 
REX, PSRAoO RIL, EB, A, Meare 
包 , 頭 附近 た に し て , © FER O 
鐵 山 及び 金 鶴 針 鐵 由 著名 な り 。 こ の 埋 三 
HEL Aa ele LES Auld Hed THE LBM 
於 ける 32000 高幡 の 中 の 約 6 制 に た 近 き も 
の を 北 支 の み に 農 存する も の の 如 し 。 次 
に 北 支 に 於 ける 人 金 は 石炭 及び 鐵 に 次ぎ て 
重要 な る も の に し て , 注目 に fit SiH 
WRG ROW ALG AE SH Ae OAT Vo 
hh Suess 50, 57~68, 昭和 18 4A CK RI 


BASRA 


5359, 岩石 風化 の 研究 Goldich, S. S. 
Minnesota )}}{ Morton ® 7€ jig Hy itt, Massa- 
chusetts }}] Medtord » }i#s4, Minnesota 
J] Superior IL FED Hee A , Sonth Dakota 
J Black Hills of# A Ble wiC, FOE 
BL 4G DFE % Bie Va SE MBO 1 ARRAY IC Fp 
~ Vo Morton7E fig Hite (BE © FAI 
Na2O 及び CaO 並び に K20 RUBaOw 
減少 を 示し , カオ ォ オリ テイ ト は そら の 最終 生 
成 物 な り 。Medbord に 於 ける 尊 線 岩 と oe 
Yop He D 分 析 に HSC FEO 及び Fesz0s 
& SEB SRE CA OBERT EY BR 
化 を そる と と 和 約 明 し, HAO 風化 は 前 水 
河 期 より 行 は れ た る も の な る を 示せ り リ 。 
Superior 4b ft OEM (x BHP EL VIE 
40 DR ICSE UE (EPR DHE SRE R, 
ACER VIS LER ALIE A © 1h < DME EAD te 
Yo Black Hills ofA Wit, その HN 


#8 347 抄 


2 #5 53(45) 


の 分 解 に より deidellite Ke UB Hi BEY 
を 生成 せり 。 

更に 本 研 完 並び に 前 研究 を 基礎 と し, 
風化 に た 於 ける 太 物 安定 系 列 を 提案 せり 。 
COR MIC BWSR AY D BEA ix 
Aa RRMER MICH SEN LBD — Fee 
D FERRO y Sk £ ERB LOK SR 
Be RL SAB RAMs k ( —KeE VG 
(Jour, Geol., 46, 17~58, 1938) CAF AD 
5360, 岩石 の 岡 性 に 将 す る 共 力 の 影響 
CID Birth, F. and Bancroft, D. 

DBE E BO, WMG Zi © 4000 
kg/cm2 © ERR F ic C30°C 及び 100°C に 
於 ける 振 波 (torsional wave) Os KE & Wwe 
し , 岩石 ゐ WEE OIRHBIC IS S BUPME BE 
He 0, BOT SAERYA FICS Cd PE (SR 
FICE VALS SETHE RM sng 
% DME IAA EL BAIK LC ACBL 
Dig Vo RCH thOLGICKG BHO 
RRA, RICH S RI REO 影 絡 岡 性 
RO SHEAR EY Am SPEER OT RO 
ORE, WRB te 比較 する こと に 
£S, WE AO lin SIC HES iY EUG 
(Jour, Geol., 46, 59~87, 19383) 47 AV) 
5361, California, San Bernardino 
County の Lapis Lazuli, Rogers, 
A. F. 

Lapis lazuli (£77 GDR & & bs iio Te 
WOBRZDKY 成る BAI LTC, 著者 は 
BAK L TRY S 故に lazurite と 報告 そ 
り 。Lapis lazuli (4 7 4 526 BIR OMG IK 
岩石 に し て WED it Bs ミユ ~ー4mm あり 
そ 居 其 に 排列 し, AMR ATIC SL SS BR 
BOnK 多く の BHA, ROSES 


み , 方 解 石 を 含む も の と 含有 も を ざる る ゃ も の 
と あり , 此 青色 確 物 は 輝 的 化 授 性 質 ょ 
YR RADY & WES Ew th We rE BO 
IRL 同 像 混合 物 に し て Beth Pore ee ix 
Na4CAD, S3Na), Al2CSiO4 う s の 成分 を 
AL RHADFT CAL, RMI ERY 
(L, FUERA te SW Dt, I 

LORE ESC GAAS EAB 
AA SEE ica Uc Ar iia BAR Ic 
WME s — (Am. min, 23, 111~113. 1938) 
CHE FD 
5362, メキ シコ Sierra de la Pena 
の 地質 Jones, T. S. 

本 地域 は 北部 メキ シュ の Coahuila 南西 
の 山脈 に し て , Ahead A SER D Aurora 
層 及 び Indidura 層 と ょ り 成 り 前 者 は 灰色 
ARACLCA, HBA, Fv — bee 
み , 後者 は 石灰 岩 及 び 風 化 せ る 頁岩 な り 。 
QR LH OA IC Le OM it 
本 地域 の 南部 に あり , 最 厚 の 岩 床 は Aurora 
と Indidura jg > jh] © HAGA IC B V PEAR 
Aree it BAKA と し て 生 ず , 火 
EAE RU 成分 を 著 し 《 BME LT, 
BF i fe Oo SOSA OAL VY IMY, 
(hot BHOV*ZWEEZUS Mi UC HER 
3 RNG の 二 種 あり 。 REA BIC SLE 
} SME— OPERA (LUESITR, CE SB, FLEA 
な り 。 火成岩 活動 の 時 期 は 正確 に 述べ 得 
ざる る 岩 床 は Eocene の 中 菜 以 前 に HER 
さる 。(Bul.Geol. Soc, Amer, 49, 69~150. 
1938) Hi F 3 
5363, Cumberland Westmorland 
の Cross Fell Inlier 火山 岩 Hud- 
son. S. N. 
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Cross Fell inlier は 下部 古生代 の 岩石 よ 
り リ 二 と ょ と し て 成り 最 下 部 に Skiddaw Slates 
り そ の 上 に Spilitiogn KA, RE KBE 
JR BSS LO EMC ER EAS 
る 安山岩 起り , そ の 上 部 の Dufton 凝灰岩 
は Lake District の Harrath EPe-4 1c FAW 
S40 LICH RE Y , AMAL © fw 
CTIA O OMB E VMS. WUT 
JEE A TARA SE & ON LA ( © ASE 
Be, 安山岩 は HORBUEE Ae 示す ら 
SCPAVE DE A 6 (t VERE AC © TRAE RA IC OL 
CEO KMERL MIRA BABE 
hn Ay MEIC BEY fon HS 2 SOS AL 
FOL PF BARRE IK BT 9 TEPEREA Bia 
KER GA, AC VT Y 7 BER BIC 相 
MUP RALMAMAYRAR AC UF 
Y DHELG IRA te V5 (Q. J. G. S. 93. 
368— 405. 1937) LHR J 
5364, nF ire Re POMS OMR 
MMOMB ID 堀越 義一 。 

KORA LATICES 論じ , 別 
FICK CANAL EA SAA: 
Baa, HmIIKRA , BaRCIG IN Ha, Bh 
ROR (SHER A, HE RRC OR 
種 あ り て 基 等 の 中 に PHAWNA, 褐色 角 
AA oA, Been, BANA, 7 
WAY AAAS を 含む も の な り 。 上 
Uc Beh D Fh S779 100 種 に 就 て その 属 折 
AME O 1c Heth A EWE L, OWE 
Dec wh Cai C, BIC RD oO Bb 
に 論 を 進め た り 。 (地質 , 45, 290~301, 
1938) (FA) 

5365, ARELOLSHSR-) 深 
海底 士 の ラ ヂ ウ ム 含 量 ( 第 一 報 ) BOG 


深度 4km~6km の 深海 廃 土 12 個 に つい 
て ラド ン 法 に KOC COIFV AK Sk 
を 測定 し た る に 3.37~35.60 x 10g” Ra/g 
を 示 し 試料 に より 非常 に 大 な る 差 ら 存在 
する こと と を 認め た り <。 然し な が ら そ の 企 
は 各 れ る も 地殻 を 構成 する 岩石 に LRU 
て , 互 大 な る 値 な り 。 PEK UES DU, 
深度 の 増加 する た RO, ラ デ ヂ ウ ム ぇ 含量 増 
大 する を 認め た り 。 fat Red clayic 7 FY 
22 ¢ Globigerina ooze は 造 か だ に 少な り 。 
2 ( OM FFVASEK SS Eis, 
海水 の 酸化 作用 に 依り て 鐵 ,。 マン ガン の 
EWC TROT UF YOR pAES 
CES (RBA SH) LCRA 
すれ ば 上 の 事 賞 と よく 一 致す る こと を 示 
せり 。 (日 化 , 59, 171~177, 申 13) 4838) 
5366. 郊 江 省 二 亮 山 火山 地質 +A. 
APEC (EAR SS _b IC BR BS 
AULA VR Y, 大生 成 時 代 不 明 の 死 火 
WU, 三 火 山 丘 中 南東 だ 位 す る 二 吉 山 
RUS KIC UCB EKA & A 
L, ZICFEPRRS S 二 克 山西 山 は 北西 生 
部 鉄 損する 叶 O 火 口 を 有 す 。 Bebop seh 
(Le PHU & bj B SEAL % PHF 1200% 
容積 三山 中 最小 に UC LIC AY oA 
WME SAO RIA. 9 AM oes な す 
it See BIC Lc, 火山 活動 の 
DARI UC PRA CSY v IML 
PAK ZS & HEIR L, REO LICKER OME 
Hic k YC HRBA AISENR © Ae 1 ft % JR Re 
Vo BEXLKADEKNEM A ABA 
を 含有 する 境 基 性 アル ヵ リ 岩 に 属し , 北 
WIR & BRS SEA OR At Vo SH 
AWC TAF PA ( AUN © RSA 
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びに 兆候 を 見 ず 。 攻 涼 た る 大 原野 中 に 時 
立 す る 三 火 山 丘 は 基 位 置 環境 ょ り 見 を る 
PLB ENC HSC MWA Bt © SLL HST 
CTHMTER ARS OTV, Cif. . 調 . 
報 . 2, ユー21 1938)C 河 野 ) 


2QenhkS 


5367, SOMBRERO 
del; 

WE thst RU eR DIKE IK H2O2 
を 滴下 し て , £0 BRAKE, KR の 種 
Xt} RRS MY V6 

CG) 0~100°C に 於 て は , 温度 の 上 昇 と 
ZEIT MACHT SREEEBRKT o 

(2) と の 種 の 安全 性 は 稀 和 用 に 依 て 増大 
So 

(8) © OFF OBR e 150°~250°C yc 
AAS MIE AS HRT 6 

C4) AREER & ns 12 Eo Ba 

(RAVE ti, 0O~ 100°C に 於 て は 
ZeEBMEt Lb SK -BZRORRMEE 
BEL, 温度 の みた により て HEY LYS 
は 410°C の 高温 を 要 す 。 

次 に 天然 の 場合 を 考 へ , BI OBE IK 
ER UC HOBO 水溶液 を 分 離し , それ 
ABO TIC EA UC HEE LeU, 
最後 に 再び HySO4 を 生じ て 酸性 と な る 
L DBR SLM CEO, PRM Ie 
は 上 眞 正 深 液 と し て 存する る, FLTOPK 
[BRR EET VIE, UI これ に 吸着 そ 
bi, G し 溶液 が PUB yy Me 
な れ ば , この 人 金 は 更に HOS, NagSiOg 間 
に 作用 し て 遊離 すれ ど , 夫 ら は ROS 
ICRC, 征 つ っ 電解質 の 存在 に た 於 て も, 脇 


Fron- 
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WEAK & KUT 存 し 得る と と, ABHRIC k 
り て 明か な り と し , HAT CHEVRO 
KUM TSS 種々 の 原因 を MX Vo 
(Econ, Geol, 33, 1~20,1938)C 渡 邊 高 〕 
5368, United Verde Extensionfgw 
OBE{ESAHE Schwartz, G, M, 

AR TRUAR © FB HE AL IC oR AEE Biz BIE 
TRF BEHELD BL FLIC JBL, その 規模 極め て 
#S し 。 TOMMEMOKTSLOLY 
HEV(L, BESTE, DST, FLEA, Besa 
AYR, EETL4E TT, TEGO, BCSNTR, Asa 
Bi, HMR Pesce Lt, その うぅ うち WRK 
DO% OUR, TINIE RU 2h 5 ¢ BES 
Bi, LOR BCG ld, aA ES 
PRC UTC, Mic Dino PEAR U Ks & 
EET 6 

PEt Poh TLE Hit, TSR Ee RK 
TIL, ERE MME REL, 後者 は 
硫化 物 を 変 代 し て 生 ず , FETE A, BESMBR 
EE KIL AIK TER OT AEE Vo (Econ, 
Geol, 33, 21~33, 1938)(j#38 B33 
5369, New Mexico, Santa Rita 
hh; OWWB HR Spencer, A. C., Raige, 
S. 

OWS SHER S SB Ak WTA it FSA 
Xt OMA, ordovician 及び Silurian OD 
JR#, devonian の 頁岩 等 に し て , LRA 
HOB OB = HAE Te © IRE BIC (EO CE 
AD 火成岩 を HK L, wi qnartz diorite 
porphyry 及び granodiorite が と の 地方 の 
EME te STRKOKRAICH ATS OICL 
て , BRAVE FR IX BRIC gronodiorite の 周 邊 に 
BL, COBO KAR ald fei ha LA 
2 OBI LAC, 頁岩 及 砂 岩 は 著 し 
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a Th YR 辿 
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 sericitization 及 silicification B #¥Ftr V - 
Eis BORLA MUK Lc 12 BB 
ThE ALC, QA MESA RIE FIR BRE 
し て Kir SHARED, 更に 銅 春の 大 な 
} WE YLME ARS granodiorite, qnarz diorite 及 
OEE Le SK RUA IC IBIS Yo 其他 
ZF IC MPR LC AAD A & © THUR HK & JB 
成せ り 。(Geol. Surv. Bull., 859, 1~75, 
1935 う C 中 野 ) 

5370, =ZRMbMORRE 75547 


BK o 
5371, IEXMOMMAIR ANH 5558 2 
Fo 


5372, BBR APH—ER. 
BRICK VU CHALKSTEREBAT 
SHEL RE SHEE BNE LA, 
REBUM S ROB te (, R54 7% 
が ら る ゃ 唯 シ ェ ミ ッ ド チン メル マン 紅 法 が 
用 ひら る る に 過ぎ ず 。 筆者 は この 間 題 に 
WC HIE RHE COSY LA, WK その 
PEO HG Re BRE BNHESEOICUT 
その 内 容 は , BRM LCR S bP 
BRE, 断層 の DIA, AMBRE 
此 較 研究 , SA bic 2H UWkoLVS 
リ り し 場合 , SMEAR BRE © briny ie, 
結論 , IVA BY て 詳細 に 論 光 を ら る 。 
CHADS Hi, 54, 64~90, 昭 13 う 中 野 ) 


Ah ik B 


5373, EBMichigan®B#f Hard, E, 
Ww. 

1929 £6 k U jf MMichigan yf i<c PA-c BBE 
te S ATH as Bt bh, 此 等 は 北西 に 


延長 する 背 斜 軸 上 た に ある も の な り 。 営 地 
SIC HST S BML id Michigan 選 中 た に 於 ける 
FT & Diindee に 於 ける 含 油層 と の Keir 
BLOM Mt 0 詳細 な る 研究 の 結果 に 
依 れ ば , IE ORTH (c WS S Rae 
は 同一 地層 に あら ず , HEH ICH S 
Utah Jett Marshall 悦 の 上 部 に 相 営 し , 
西 郭 地域 に 延長 する る の に あら ざる が 直 
(<> KUT aD Ie OD BY S Jett Marshalla$ ED % 
の と ょ と 推定 すら る る も の な リ り o Pre-Marshall 
構造 は Dtindee 油 層 を 支配 する も ゃ の な り 。 
Michigan と Marshall 飛 は 三角 洲 乃 至 海岸 
堆積 物 に し て , 東 部 地域 に 於 け る Michigan 
層 の 下部 は Michigan Ji の off=sharc 堆 積 物 
な りり 

Michigan Jmic 於 ける 黒色 頁岩 は 中 部 
Michigan Hh IC PAU 3 Ro BRE te L 
PHIOUWAIK HSG S Mississippian Jac HS 
BRS GEA RTO FEED XS SB BH HH US Ye RHE 
BD te S OS IC EA CER © fe 
在 せ ざる 理由 に よる も の な り 。(B.Am.A. 
Petrl. Geol, 22, 129 —174, 1938)( AZ) 
5374, 西部 Virginia に 於 ける Oris- 
kang 層 Lafferty, R. C. 

西部 Virsinia に 於 ける Devonian 期 の 
Oriskany Ro 石油 及び Kio wt 19 
18 年 より 開始 され, 1935 BICC % 3 IH 
HHO FREEADS BUFR bIDOHVY, Oris- 
kany Wy Je (a HB IC BEL, 西部 地域 に 
WTR L, HOB H BI RET tt 200 we 
OSC SZ ORV. Mebaeia— 
般 に 中 部 及び 下層 より 上 履 が 粗 粒 な る る も 
粗 粒 及 び 細 粒 層 が 互層 を 成す を 常 と す 。 
IESE ORD IB & BES St OWRIBAIR tr 
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る も , PHAKIC Hc (ASIOD Bite SB 
ATIC LC 此 等 の HS OFLA 68-11 
2 な り 。 WER OMICS WT BRUM Kc ia 
CO ぅ が 存在 し , FICHE: LE BIC 多 

る も の な り 。 SAHiZ OBE Hm HF Ht Ql ao 
空 井 と 124 ORM IEE SEM L, 625, 725, 
LBV AHRO RM OWS ILE YU Ika 
UU L AB S BRAEIK TELES BOO 
% YU, (B. Am. A, Potrl) Geol, 22,175 — 
188, 1988)( AAR) 

5378, Santa Monica Sota y 
Shepard, F. P. 

Santa Monica 海 の 堆積 物 を 研究 を る に 
EM OPE UTE US AM OVER 
SOOIRG KkOC Wet bh, Sonta 
Monica IRV FEMS S 物質 が , 北西 より 
の 海流 作用 た ょ り て 演 き 砂 済 を 形成 する 
BDTV, LOMO lt KORG 
に 砂粒 の 大 さき さ を 減 じ 粗 粒 物 は 海岸 近く に 
誤 見 せら る 。 此 の 砂 済 は 波 涙 に た ょ っ て 作 
bare } EHC LC, LOMB ls 水 河 
時 代 よ ょ より の RB CHV, 近代 に 於 ける 
洗 涯 物 は 多く 移動 性 の も の な る 事 バ が 推 定 
2b, LE ORGELIWHOZ SIC MT 
AS BAC ATMS SO AM LI i I< Bet > 
る 事 が 推定 せら る 。(B. Am. A, Petrl, 
Geol, 22, 201-216, 1938 う (和信 木 〕 
5376, ARR LO(LSH RR AIN5I66 
Bis 


多量 な 


5377, FERBFOBEICMT SXRA wt 
Se Warren, B. E. and Biscoe, J. 
46 E(t SERIF © HE IC BAL X 線 


VWIDTFE & 47 ~ SHEL, ROBE HE VS 
45 FE PBIL DU TH PRS IS kV POT BY yc 1, 
3h, AMKit —WOHK LAT, 
ー つ の 酸素 より の 二 個 の bonds は 殆 ん ど 
IERWO 方 向 な れ ど 多少 の 角 の Bhs 
Yo 隣接 そる 四面 匂 辞 の 方 位 即 ち Si-O-Si 
の bond の 方 向 は 全く 不 規 則 な り 。 単なる 
WO in & tEPED F ic SHR HY D network を 
作り 9, [RICKS SB HRS Arte bo 
Wt ( DANS DEBRIS Hee & ad Gitah & 
te 6 Gh HB 
Y o(J. Am. Ceram, Soc., 21, 49~54, 1938) 
Or 3 

5378, 山形 産 ベ ント ナイ ト と その 成因 に 
RCD (<4 vd4 FEZ ORB 
と の 異同 ) WHR. 

本 式 に 於 て は ベイ ィ イン トチ イト と 酸性 白 
Ak (SELL O BAG VM LE Wy ELE 1c HS 
Cy HEAR RUE AL SRT ICA 
MN fF] CHS 3 dD & MAIO KG LS THE し 
DoRMWL, ~v bee PR EVEVG 
YAMIN 4 FE EMBL L, WB 
XO WAL X 線 的 原子 配列 研究 結果 に ょ 
れ ば 共に 理論 的 に は ペイ ョ フイ ライ ト に 
HSL, LOTHAR AAIFA PRK 
SSSR MEY BS HARA At 
DREN Y PA bL KNB 74 
ライ ト な る さき 可能 性 が 閉 し きこ と を 指 
摘 し , Mev bt PAM Ce 理論 式 と 
党 験 の 結果 を 一 致 を し むる Biciz, HE 
その 間 に 多 様 な る 問題 の 存する 鈴 地 多 し 
と せり 。 CKA AS Hid, 46, 130~134, 
1938) Vir AD 


Lt “randam network ” 
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5379, 1935 年 度 世界 石炭 産 額 Given, I. 
A, 

Ett 3 ERR OA EICIAG 3 pe Ri 
WEEE & 1933 年 及び 1934 年 度 に 比較 すれ 
(ERO AN CALLA RD 9 


OAs 
ine 


1934 | 1935 


30266 
4494 
10969 
12679 
國 | 21044 


382601 
5786 
12491 
13600 
22427 
ャ | 6600) 7127 
Az 4898] 4864! 
a 


33504 
4627 
13412 
14738 
22652 
8100 
4711 
2648 
32700 


2530} 2639 
117400)127500 


BS & BEBE ERT SIC, PP Hy 
hie Vo (Min, Ind, 44, 88, 1936)(K #3 


So 26 TH & 
5380, 洪 黒 温泉 成因 の 化 晃 的 研究 ( 筑 一 


報 ) [WERE 
YEE ROR AE © AIC CHES 

Has BEI L < OMPIE OPER ONK GE & at 
べ 更 に 昭和 4 年 より 昭和 11 年 泥 の 間 に 
Te CHB LU CHR SreESTKMO 
Bie UM RNS RIBERA I Y o Ue 
SPL Yan Sok Hb ys TEE DOT ic Hh SO RY 
昭和 8 年 の 間 に 定 性 試験 を 行 ひ た る 結果 
KARUI HeS,CO,, Oo, Noe ey し 
得 た 2 も Clo, HCl Rf, SOo, Hy, CO 
COS, Rise hay, Bets, 炭化 水素 は 
試験 し た る る も 検出 し 得 ざ りき 。 MERLE 


WYSE EAL, 雄 黄 等 が 湯 花 用 水門 附近 に 
SL5S Sak VIR MAM hick FAS 
ENCBRCSGRVUCHER LCM 
験 そる も 見 出し 得 ざ りき 。 CA, 59, 
178~185, WA 1304433) 
5331, 洪 黒 温泉 成因 の 化 皇后 研究 = 
H) [Wi ERR, 

昭和 7 年 及び 昭和 8 年 に は 現地 定量 分 
析 を 行 ひ , toe OE KUMAR 
逢 の 時 間 的 獲 化 及び 噴出 場所 に た にょ る 氏 化 
に 就き 比較 し た る 結果 , 同一 場 亡 の 時 間 
VERE ICS CHIC LUCHA spe 
少 き 所 と が あり , 少 き も の は 2% tres} 
が 多き も の は 92 IK VIELIAKROO 
に て る ゃ も ゃ 22 DHERAEFZLOSVCKH 
CPSC —Y TK UME B AUG Rd 
BDL dN THE LO 7TH SMABM 
られ た り 。 WAM WIC kB BAL IC HES Cc 
(IER A IMO LOL MLE oR 
る に 従 ひ 夫々 特異 の 成分 割合 を 有する 事 
が 認め らち られ た り 。 以上 の 事 ょ り 地 下 深 部 
IC Ct ARMOR Sh THE Y BE 
LOCK * Mo WATS HH UM L Rie} 
MBM & し て 藤生 する に 至る べき 事 を 
4G LIE VY OCA, 59, 375~384, 昭 13) 
C 待 場 〕 


AND It BCT TE Be OK AR A ER PEAR SL © 
MS ied (2 AS es PE © WI eRe SEY, 
TC, その 分 経費 は 筆者 の BBC MC x 
と と を せり o 
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